











University Adjustment and Learning Outcomes: 





























                                             




















表 1. G-TELP度数分布 
 TTL(G+L+R)（第1回） TTL(G+L+R)（第2回） 
データ区間（30点） 頻 度 累 積（%） 頻 度 累 積（%） 
0 0 0.0% 0 0.0% 
30 0 0.0% 0 0.0% 
60 5 1.1% 3 0.7% 
90 67 15.7% 39 9.5% 
120 126 43.2% 115 35.4% 
150 122 69.9% 114 61.2% 
180 85 88.4% 88 81.0% 
210 38 96.7% 53 93.0% 
240 15 100.0% 21 97.7% 
270 0 100.0% 10 100.0% 
300 0 100.0% 0 100.0% 
 
 図 1. G-TELPヒストグラム 
 
2011 年度実施のプレースメントテストの基本統計量について示したものが，表 2 および表 3 で
ある。第 1回の平均は 133.1点，第 2回の平均は 144.4点であり，第 1回と第 2回を比較すると，





表 2. 基本統計量（第1回） 
 GRM  LST   RDG TTL(G+L+R)  
平 均 48.7  40.2  44.1  133.1  
標準誤差 0.712  0.680  0.825  1.834  
中央値 （メジアン） 50 40 40 130 
最頻値 （モード） 50 40 40 105 
標準偏差 15.253  14.561  17.669  39.290  
分 散 232.652  212.037  312.194  1543.733  
尖 度 -0.431  0.086  -0.425  -0.346  
歪 度 0.112  0.411  0.370  0.412  
範 囲 80 85 90 200 
最 小 10 10 0 50 
最 大 90 95 90 250 
合 計 22375 18435 20260 61070 






表 3. 基本統計量（第2回） 
 GRM LST  RDG  TTL(G+L+R)  
平 均 52.9  44.3  47.3  144.4  
標準誤差 0.934  0.689  0.840  2.036  
中央値 （メジアン） 50 45 45 137.5 
最頻値 （モード） 40 45 50 130 
標準偏差 19.677  14.528  17.695  42.899  
分 散 387.172  211.072  313.108  1840.288  
尖 度 -0.389  0.342  -0.368  -0.170  
歪 度 0.350  0.369  0.266  0.479  
範 囲 100 95 95 245 
最 小 0 5 0 40 
最 大 100 100 95 285 
合 計 23470 19650 21000 64120 










表 4. 平均点 
 
第1回 第2回 差 有意差 
GRM 48.4  53.0  +4.6  あり 
LST 39.7  44.3  +4.7  あり 
RDG 43.2  47.3  +4.1  あり 










表 5. t-検定結果 
  TTL(G+L+R)(第1回) TTL(G+L+R)(第2回) 
平均 131.2 144.6 
分散 1415.220 1819.483 
観測数 422 422 
ピアソン相関 0.740  
仮説平均との差異 0  
自由度 421  
t  -9.379428847  
P(T<=t) 片側 2.07451E-19  
t 境界値 片側 1.648481058  
P(T<=t) 両側 4.14901E-19   
t 境界値 両側 1.965614714   









の z スコアの差はほぼ正規分布に従っていることがわかる。具体的数値を見ると，422 名中，0.5
から1.0ポイントの範囲でスコアが上昇した者が110名（26.1％）と最多であり，0.0から0.5ポイ
ントの範囲でスコアが上昇した者が 106名（25.1％）とそれに次ぐ。2.2節より、第 1回と第 2階
で有意な得点の伸びが確認されたが、詳細には、全体で 0.0から 1.0ポイントの小さな範囲でスコ
アが伸びている学生が過半数（51.2％）を占めることが明らかとなった。 
     

















第 1回受験時の上位群と下位群別に，第 2回受験時の zスコアの変化を見たものが表 7である。
第 1 回上位群では，第 2 回でスコアが上がった者は全体の 22.3%，スコアが下がった者は全体の
24.6%で，スコアの下降傾向が見てとれる。一方で，第 1回下位群では，第 2回でスコアが上がっ
た者は全体の33.6%，スコアが下がった者は全体の19.4%で，スコアの上昇傾向が見てとれる。そ


























表 6. 上位群と下位群（第1回） 
 第 1回 
 上位群 下位群 全 体 
平 均 162.5  102.1  131.2  
標準偏差 24.516  18.231  37.619  
最 小 135 50 50 
最 大 250 130 250 
標本数 198 224 422 
 
表 7. 変化の平均 
第 1回 第 2回  
 得点変化 人 数 (%) 変化の平均 
上位群 アップ 94 （22.3%） +0.5 
ダウン 104 （24.6%） -0.6 
計 198 （46.9%） +0.1 
下位群 アップ 142 （33.6%） +0.6 
ダウン 82 （19.4%） -0.5 
計 224 （53.1%） +0.2 
 合 計 422 （100.0%） +0.1 
 
表 8. 得点変化 
第 1回 第 2回     
 得点変化 グループ 変化の度合い 人 数 （%） 
上位群 アップ A1（++） x>=1.0 11 （5.6%） 
  B1（+） 0<=x<1.0 83 （41.9%） 
 ダウン C1（-） -1.0<=x<0 85 （42.9%） 
  D1（--） x<-1.0 19 （9.6%） 
 計   198 （100.0%） 
下位群 アップ A2（++） x>=1.0 28 （12.5%） 
  B2（+） 0<=x<1.0 114 （50.9%） 
 ダウン C2（-） -1.0<=x<0 78 （34.8%） 
  D2（--） x<-1.0 4 （1.8%） 
 計   224 （100.0%） 












の回答平均を，第 2 節で扱った英語プレースメントテストの得点変化別に見たものが表 9 である。
適応調査のすべての項目について，上位群は下位群と比較してポジティブな平均値を示す結果とな
った。以下，各項目について詳細を見ていく。 
表 9. 適応調査平均（得点変化別） 
適応調査 
 G-TELP 




留 学 外国旅行 
上位群 アップ 3.0  3.2 1.9  2.3  3.0  4.0  
 ダウン 3.0  3.2 1.7  2.0  2.6  4.0  
 計 3.0  3.2 1.8  2.1  2.8  4.0  
下位群 アップ 3.4  3.1 1.5  1.8  2.5  3.5  
 ダウン 3.5  2.9 1.5  1.6  2.4  3.8  
 計 3.4  3.0 1.5  1.7  2.5  3.6  






































（n=408）     （n=412） 




分未満」，「2. 30分～1時間」，「3. 1時間～1時間30分未満」，「4. 1時間30分～2時間未満」，「5. 2
時間以上」から最もあてはまるもの1つを選んで回答する。 






















（n=412）     （n=412） 






























 （n=412）     （n=412） 
































zスコア（第1回） 1         
zスコア（第2回） 0.744  1        
得点変化 -0.314  0.400  1       
Q14 高校成績 -0.192  -0.141  0.064  1      
Q16a 高校適応度 0.126  0.074  -0.067  -0.522  1     
Q19 学習時間（学内） 0.175  0.159  -0.015  -0.049  0.047  1    
Q20 学習時間（学外） 0.202  0.243  0.068  -0.099  0.128  0.446  1   
Q26d 留 学 0.158  0.190  0.054  -0.125  0.080  0.227  0.202  1  
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 Abstract 
This paper analyzes the results of General Tests of English Language Proficiency, or 
G-TELP, and Freshman Survey 2011 which were conducted at Kansai University of 
International Studies in 2011. Freshman Survey 2011 asks the students 35 questions such as 
how they study at high schools, how long they study at the university, whether they want to 
study abroad or not, and so on. The results of the analysis show that the students who 
succeeded in high schools, study longer at the university or home, and have strong motivation 
to study abroad, tend to show remarkable progress in English competency after they enter the 
university. 
 
